
 

 

 

第 20回北海道スポーツ少年団バレーボール交流大会にかかる 
連絡事項について 

 

 

昨年度に引き続き、本大会におけるすべての参加者の安全・安心確保のために入場

を制限し、開催いたします。関係者以外の方の入場についてはお断りさせていただい

ておりますので、事情をご理解いただき、ご対応くださるようお願いいたします。 

 

次の事項に留意の上ご参加下さるようお願いします。 

１．新型コロナウイルス感染防止にかかる各種対応について   
 

1）受付・会場入り 

 ➀ 単位団の受付は代表者 1名が行なう。その際、別紙「体調確認表」を必ず提出 

すること。なお、登録者以外の入場は禁止する。 

➁ 受付後、入場者は手指消毒および検温を行なう。会話を控え、係員の指示に従 

うこと。 

参加者およびその関係者で体温が 37.5度あった場合は、チームとして参加を 

認めない。 

➂「深川市総合体育館」が会場のチームは、密を避けるため下記時間のとおりチ 

ームごとにまとまって入場すること。 

    11月 19日（土） 女子           11月 20日（日）  男子 

●深川市総合体育館                  ●深川市総合体育館 

       

    

 

 

 

 

 

 

 

   

 

３）開・閉会式・監督会議 

  新型コロナウイルス感染対策防止の観点から実施しない。 

 

 

 

 

受付開始     チーム名 

9：00～ 深川白樺ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

9：05～ 天塩ｼﾞｭﾆｱﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

9：10～ 大麻泉ﾗﾓｰｽﾞﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

9：15～ えりもﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

9：20～ 標津川北ｽﾏｲﾙ 

9：25～ 神恵内小学校 

9：30～ 下音更ｳｲﾝｸﾞｽ 

9：35～ 稚内ｽﾜﾛｰｽﾞﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

受付開始     チーム名 

8：30～ 神楽岡ｼﾞｭﾆｱ 

8：35～ ＷＩＭ海洋･男子 

8：40～ 幌延ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

8：45～ Safilva北海道ｼﾞｭﾆｱ 

8：50～ 遠別ｲｰｸﾞﾙｽ 

8：55～ 岩内ﾏﾘﾝｽﾞ 

9：00～ 十勝ＪＶＣ 

9：05～ 岩見沢ﾌｧﾙｺﾝｽﾞ 



 

 

４）交流試合 

新型コロナウイルス感染対策防止の観点から、通常の交流試合和行なわない。 

但し、1回戦敗退したチームどおしで交流試合を1試合行う。 

 

５）表彰 

   準決勝および決勝戦終了後に簡易表彰を行なう。 

 

６）待機場所 

             ➀ 大会事務局より、指示のあった場所で間隔をあけて待機すること。 

     ② 指示のあった場所以外（会場前フロア、廊下など）での立ち止まりや場所取り 

はしないこと。 

          ➂ コロナ感染予防により施設内での食事は禁止する（飲料水は可）。 

 

７）応援者 

  ➀ 団員 1 名につき応援者 1 名の入場を許可する。 

② 幼児（未就学児）の入場を認めるが、１試合 5 名迄とする（※コロナ感染予防 

により、「大会参加者名簿」へ記載のうえ検温を実施すること）。 

  ➂ 入場は、試合間 15 分の間で、前試合の応援者が退場後、入れ替え方式で行な 

う。この際も係員の指示に従い、速やかに行動すること。 

➃ それぞれ試合ごとに、応援者用の「大会参加者名簿」を受付に提出する。 

➄ 受付で確認が終了したら「応援者用名札」を受取り、入場中は身に着けて行動 

すること（必須）（ ※試合ごとの応援者の入れ替え可 ）。  

    ➅ 係員の指示に従い、幼児含め定められた場所で観覧するものとし、勝手な行動 

は慎むこと。 

  ➆ 応援は拍手のみとし、大声を出しての会話などは控えること。   

  ⑧ 応援者へのマナー遵守の徹底は監督が行なうこと。 

 

８）試合終了後 

 ➀ 試合終了後のベンチおよび応援席については、消毒グッズを持参し、各単位団 

またその応援者により使用箇所の消毒を行うこと。 

  ➁ 各チーム、試合終了をもって開催とし、速やかに帰宅すること。 

 

９）大会終了後の対応 

 ➀ 大会終了後２週間は健康観察を行なうこと。 

 ② 大会終了後２週間以内に発症した場合、速やかに主催者へ連絡すること。 

 

 

 

 

 



 

 

１０）その他 

  ➀ ゴミは各チームで責任を持って処理すること（大会用としてゴミ箱の設置は行 

わない）。 

  ② こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を行なうこと。 

    ③ 運動中以外は、マスクを着用すること。また、長時間のマスク着用の際は、熱

中症予防を心がけ、水分補給をこまめに行うこと。 

  ④ 他のチームとの会話、交流は避け、トイレや更衣室の利用についてはなるべく 

個人や少人数での行動を心掛けること。 

  ⑤ 大会参加者および関係者において感染者が出た場合に状況を確認の上、大会を 

中止する場合がある。 


